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「教育原理」における学修活動
・情報検索ツールを利用した調査

・教職についての知識、理解の深化

・ワードを用いたレポート作成

・発表、討論

本研究の目的

情報活用能力の育成（情報活用の実践力）



情報及び情報手段を主体的
に選択し、活用していくた
めの個人の基礎的資質

情報活用能力

文部科学省（2015）「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活用能力育成のために」から

http://jouhouka.mext.go.jp/school/pdf/shidoujirei.pdf#search='%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%
AD%A6%E7%9C%81+21%E4%B8%96%E7%B4%80%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%8D%E6%8A%9C%E3%81%8F%E
5%85%90%E7%AB%A5''



情報活用能力

文部科学省（2015）「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活用能力育成のために」から

hthttp://jouhouka.mext.go.jp/school/pdf/shidoujirei.pdf#search='%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7
%91%E5%AD%A6%E7%9C%81+21%E4%B8%96%E7%B4%80%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%8D%E6%8A%9
C%E3%81%8F%E5%85%90%E7%AB%A5'

本実践



●教育原理→中学校英語科と高等学校英語科、商業科の教員免許

を取得者対象

→教育の基礎理念・歴史・思想・制度等について幅広

く理解するとともに、教育に関する思考を深める。

インターネットを活用した情報検索を取り入れて学修内容に関す
る知識・理解の定着を図るとともに、学修内容の発表、討論を行
うことにより、学修内容の深化と情報活用能力の育成を図る

研究の方法



授業（前期）の計画（シラバスより）

レポート３回

討論３回
（５０分）

VTR視聴２回



研究実践事例（１）
教員に求められる資質の検討

文部科学省ＨＰより
「魅力ある教員を求めて」
の閲覧

現代の日本で求められる教師
の資質について検討
文部科学省「魅力ある教員を求めて」
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/miryoku/03072301.htm



研究実践事例（２）教育思想等の調査

調査内容はミニレポートレポートとしてまとめた



研究実践事例（３）教師の仕事の把握（VTR視聴）

NHKエンタープライズ（2012）「あしたをつかめ 平成若者
図鑑 中学校・英語教師」NHK

NHKエンタープライズ（2007）「プロフェッショナル 仕事の流儀
勝つことよりも大事なことがある 高校教師 大瀧雅良の
仕事」NHK



研究実践事例（４）レポート作成と討論

教師としての心構えを育成することを目的
・教師として必要と思われる資質に関する課題（第5回）
・教育基本法に関連した内容の課題（第１０回）
・授業力に関する課題（第１４回）

課題レポートは原稿用設定を行って作成

・発表、討論を５０分
（第１１回、１３回、１５回）

・第１２回にはＴＩＭＳＳの結果に関する分析も実施



レポート・討論資料例

文部科学省（2012）「IEA国際数学・理科教育動向調査の2011年調査（TIMSS2011）の結果」
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/12/1328789.htm



文部科学省（2012）「IEA国際数学・理科教育動向調査の2011年調査（TIMSS2011）の結果」
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/12/1328789.htm

レポート・討論資料例



レポート作成資料例

文部科学省（2012）「IEA国際数学・理科教育動向調査の2011年調査（TIMSS2011）の結果」
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/12/1328789.htm



文部科学省（2012）「IEA国際数学・理科教育動向調査の2011年調査（TIMSS2011）の結果」
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/12/1328789.htm

レポート・討論資料例



TIMSS2011の結果か

ら、視点を１つ決めて
今の日本の理数教育
に関する自分なりの
考察を書いてください。

ミニレポート作成例

ミニレポートに基づ
いて討論を５０分
程度行う。



研究の成果（アンケートから）

Aあてはまる Bややあてはまる Cどちらとも言えない Dややあてはまらない Eあてはまらない

●課題や目的に応じて情報手段の適切な活用が
できたと思いますか
A ４人 B ２人 C ０人 D ０人 E ０人

●必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・
創造するなどができたと思いますか。
A ２人 B ３人 C １人 D ０人 E ０人

文部科学省（2015）「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活用能力育成のために」より引用・参考にして作成



研究の成果（アンケートから）
Aあてはまる Bややあてはまる Cどちらとも言えない Dややあてはまらない Eあてはまらない

●受け手（聞き手）の状況などを踏まえた発信・伝
達ができたと思いますか

A １人 B ５人 C ０人 D ０人 E ０人

●本講義のようにPC室等で情報収集を行いなが
ら学ぶ講義・演習は必要であると思いますか。
A ４人 B １人 C １人 D ０人 E ０人

文部科学省（2015）「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活用能力育成のために」より引用・参考にして作成



研究の成果（アンケートから）



研究の成果（アンケートから）



授業評価アンケート



研究の成果
Q１２「考えを深める機会が設けられていた」
Q１４「視聴覚教材や板書などを用いて、分かりやすく

する工夫があった」
ほとんどなかった たまにあった 頻繁にあった

本授業 大学平均

Q１２ 2.8 2.4

Q１４ 2.5 2.4



研究の成果

Q２０ 「この授業を通じて現代の教育や保育に対して
の理解や興味が深まった」

Q２１「総合的にみてこの授業に満足した」
全くそう思わない、あまりそう思わない、どちらともいえない、ややそう思う、とてもそう思う

本授業 大学平均

Q20 4.3 3.8

Q21 4.2 4.1



教職希望者の人数は年次により差がある

ため、履修者数が多い場合は、本研究で
行ったような実践がいつも可能であるとは
限らないため、履修者数が多い場合につい
ても検討をしていくことは今後の課題の１
つである。

今後の課題



文献

[1]文部科学省（2015）「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活用能力育成のために」
[2] 佐々井利夫・樋口修資・廣嶋龍太郎（2012）「教育原理」明星大学出版部
[3]資格試験研究会（編）（2010）「2011年度版教員採用試験 差がつく論文の書き方」実務教育出版
[4]徹底活用教員採用完全突破シリーズ面接99のポイント（2008）小学館
[5]教員採用試験情報研究会（編）（2008）「教員採用 面接試験の答え方」一ッ橋書店
[6]文部科学省「魅力ある教員を求めて」
[7]文部科学省（2012）「IEA国際数学・理科教育動向調査の2011年調査（TIMSS2011）の結果」
[8] NHKエンタープライズ（2012）「あしたをつかめ 平成若者仕事図鑑 中学校・英語教師」NHK
[9] NHKエンタープライズ（2007）「プロフェッショナル 仕事の流 儀 勝つことよりも大事なことがある 高校教師 大瀧雅良の仕事」NHK



ご清聴ありがとうございました


